
１．研究の背景

昨今の我が国の社会情勢に加え、東日本大震災や放射能汚染への恐怖などにより、国民の多くがこころにダメージを負ってい
ます。”こころ”のダメージが原因でうつ病になったり、PTSDという病気になっている方が大勢います。これらの病気以外にも統合
失調症、自閉症や認知症のような『こころの病気』にかかり、困っている方が世界にはたくさんいます。世界中の研究者が、この
ような『こころの病気』の原因を見つけ、新しい治療薬を創ろうとしていますが、充分ではありません。『こころの病気』は、外見から
は分かりにくいので、自分や家族が『こころの病気』になっていることに気付くのが遅れて、病気が重くなってしまうこともあります。

２．研究の目標

『こころの病気』の原因を、“生まれついてのもの”と“暮らしている環境の中のもの”に分けて探していきます。例えば、同じストレス
を受けても『こころの病気』になる人とならない人がいます。生まれついて『こころの病気』になりやすい人はどのような人か、また、
どのような生活をしていると『こころの病気』になりやすいかの２つの手法で研究を進めていきたいと考えています。得られた結果を
もとにして、新しいくすりを創って患者さんや家族が幸せな暮らしを送ること、さらに、『こころの病気』を近所のかかりつけのお医者
さんで診断できるようにすることで『こころの病気』が軽い初期の段階で見つかるようにしたいと思います。

３．研究の特色

『こころの病気』の症状を【動物の行動の変化】、【脳の活動状態の変化】および【神経の形状の変化】として調べていきます。さ
らに専門の医師とも協力して『こころの病気』の原因になると考えられるものと患者さんの症状の関係についても調べていきます。
このように様々なものを対象として多くの手法を用いて多面的な視点で研究をします。また調べるタンパク質についても世界中で
私たちの研究グループだけが精力的に研究を進めているものです。人間の 『こころの病気』に似たマウスを作り、こころの病気に
なりやすい人の特徴、なりやすい生活をつきとめていきます。その時に、脳の中でどのような変化がおこっているかを世界最先端の
方法を使って調べていきます。患者さんの血液をいただき、マウスでおこっていることが同じように観察されるかについても研究しま
す。最終的に得られた成果が患者さんの診断や治療に結びつくことを目指しています。

４．将来的に期待される効果や応用分野

『こころの病気』は、早く見つけることができれば、早く治る可能性が大きくなります。その結果、学校や会社を休む期間も短くな
るでしょう。さらに新しいくすりを創ることが出来れば『こころの病気』に苦しむ患者さんや家族の方々を救うことができます。世界や
日本の皆さんが、 『こころの病気』で悩むことがなくなるようにします。
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